
 

 

 

 

 

 LaboTexODF解析結果を表示解析する 

 ＬａｂｏＴｅｘＤｉｓｐｌａｙソフトウエア 
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概要 

 あらゆる材料のＯＤＦ解析にＬａｂｏＴｅｘが利用されている。 

   ＬａｂｏＴｅｘでは、ＯＤＦ解析後の各種解析ツールが用意されている。 

   ＣＴＲソフトウエアでは、ＬａｂｏＴｅｘ解析結果をＯＤＦＡＦｔｅｒＴｏｏｌｓとして提供している。 

   解析結果のＥｒｒｏｒ評価に、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ 

   極点図描画は、ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅを介してＧＰＰｏｌｅＤｉｓｐｌａｙ 

   逆極点図の描画解析に、ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ 

   ＯＤＦ図の解析に、ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ２，ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ 

   この複数のソフトウエアを１つのソフトウエアから起動出来るようにしました。 

   

  

 ＬａｂｏＴｅｘで解析後、ＯＤＦ解析結果、再計算極点図解析結果、逆極点解析結果を 

 Ｅｘｐｏｒｔし、ＬａｂｏＴｅｘを解析したホルダを指定します。 

 Ｅｘｐｏｒｔするファイル名は以下とします。 

  

     ODFExportファイルは入力 EPFファイル名と同じ 

    再計算極点図は、入力 EPFに”-pole”を付加する。 

   逆極点図は、入力 EPFに”-inverse”を付加する。 

  VolumeFraction結果の再計算極点図 入力 EPFに”-poleVF”を付加する 

 説明書は、全てのソフトウエアで、 

  

   Help->Manual->Manualで参照出来ます。 



ソフトウエアの起動法 

 C:¥CTR¥bin¥LaboTexDisplay.jarを直接 

 

 ODFPoleFigure2(ODFPoleFigure1.5)->TooKit->ODFAfterTools->LaboTexDisplay 

 

  

 

  

 

  LaboTexの workholderを選択(通常、holderの最後に“ＣＷ”) 

  

 

   各種解析を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



実施例 

 DATA:    CTR¥DATA¥ODFPoleFigure2 

 Random:  CTR¥DATA¥Al-powder-random 

 

Randomファイル TABLREを作成 

 

 ＴＸＴ２で作成された TXT2ファイルを同時選択 

   

 ｒａｎｄｏｍファイル TABLEが作成される 

  

 

 

 

 

 

 



ODFPoleFigure2 ファイルを極点処理 

 解析を行う極点図を複数選択 

 

 Rp%の最小化を指定して、計算 

 

 

 最適化されたＲｐ％による補正が完了する。 

 

Ｒｐ％が５．２２％から４．４２％へ改善されている。 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの入力ファイルを作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 Materialで Aluminumを選択 

 

LaboTexを指定 常時 LaboTexを使う場合、Condition saveを行う。 

  

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで先ほど作成したＥＰＦファイルを選択する。 

  

  

  

 入力された極点図 

  



ＯＤＦ解析 

   

 

 ＯＤＦ解析が終了するとＥｒｒｏｒ表示がされる。 

  

 

  ODFPoleFigure2 ソフトウエアで予測計算した Rp%=4.4%に対し 5.56%が計算される。 

計算された ODF図 



 

計算された再計算極点図 

 

計算された逆極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

ODF図の Export 



  

  

再計算極点図、逆極点図の Export 

  

  

 再計算極点図    逆極点図 

   

 

 －ｐｏｌｅを追加する    －ｉｎｖｅｒｓｅを追加する 

 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める。 



 

Volumfraction計算を開始 

 

エラーが安定したら終了 

 

 VolumeFraction%が得られる。 

 

 

VolumeFractionから計算した ODF図 



 

 

VolumeFractionから計算した再計算極点図 

 

再計算極点図を Export 

  

  -poleVFを追加する。 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘＤｉｓｐｌａｙでｈｏｌｄｅｒ指定 

  

 

 

ValueODFVFでエラー評価（±１．５％以内で正常） 

 

 入力データは、***-pole.TPF (自動で読み込まれます) 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで最適化されたＲｐ％に近いエラーが得られる。 

 詳細は、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ説明書を参照してください。 



GPPoleDisplayで再計算極点図の等高線描画 

 

 

 入力データは LaboTex-pole.TPF (自動で読み込まれます) 

 機能詳細は、ＧＰＰｏｌｅＤｉｓｐｌａｙ説明書を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ 

 

 

 

 入力データは****-Inverse.TPF (自動で読み込まれます) 

 機能詳細は、ＩｎｖｅｒｓｅＤＦｉｓｐｌａｙソフトウエア説明書を参照してください。 



ＯＤＦＧＤｉｓｐｌａｙ２ソフトウエア 

 同一フォーマットのファイルが存在する場合、最初に検出したデータとします。 

 

 

 入力データは****.TXT (自動で読み込まれます) 

 機能詳細は、ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ２説明書を参照してください。 



ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエア 

 同一フォーマットのファイルが存在する場合、最初に検出したデータとします。 

 

 入力データは****.TXT (自動で読み込まれます) 

機能詳細は、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ説明書を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＶＦ－ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦでＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎのエラー評価 

 

 入力データは、****-pole.TPFと****-poleVF.TPF (自動で読み込まれます) 

 機能詳細は、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ説明書を参照してください。 

 

評価結果が±１．５％を超えている原因は、標準結晶方位{hkl}<uvw>に対し、測定された Euler角度が 

ずれている事です。 

 

説明書¥Soft¥DOC2¥VF-Error.PDFを参考にして下さい。 

  

Ｗｅｂサイトからは 

 http://www.geocities.jp/y_craturasuper/VF-Error.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.geocities.jp/y_craturasuper/VF-Error.pdf


ＴＰＦｔｏＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエア 

ＬａｂｏＴｅｘ表示で、平滑化が必要な場合、 

再計算極点図の平滑化を行い、再度ＬａｂｏＴｅｘに読み込ませます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



結晶方位の数値化は、GPODFDisplayで作成するファイルに対し、集計、表示を行います。 

  

GPODFDisplayによる数値化 

 

 

 

集計した結果のグラフ化と印刷 

 

により編集 



normalize list では結晶方位の多重性を考慮した計算が行われます。 

  方位によって、４：２：１の方位を０．５：１：２の係数で計算します。 

 

   

  

  



同一試料をＬａｂｏＴｅｘとＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで比較すると 

 

 

 

同一ＯＤＦで別の試料を解析した表示も同一の手順で可能になります。 

 


